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THE ラコルタの取り組みを紹介！

私たちが暮らす

地域や社会の事を

他人事ではなく自分事にする。

そういった“ソーシャルな生き方”の

魅力をお伝えします。
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つどつど～市民の声の
プラットフォーム～ 代表
結婚後に吹田市へ転入。二児の
母。対話の場づくりをめざして
2022年に活動をスタート。吹田
市市民公益活動審議会の市民公
募委員も務める。

instagram @tsudo_tsudo_

「ボランティア・NPO 初歩講座」「ぷちボラ」のお申込み・お問い合わせはラコルタまで

体験学 ぷちボラ初歩講座 単発！
短時間！

ボランティア・
NPO

興味がある方、活動はしているが

もっと理解を深めたい方など。

「出前講座」も承ります。お気軽に！

●毎月開催！●定員 10 名

働きざかりの方や家事・勉学に忙しい方など

週末や余暇の新しい過ごし方として。

初心者の方でも気軽に参加できます！

(例 )お弁当作り・喫茶・竹林整備など

ぶ

第36回木佐貫麻美さん

あさみき さ ぬ き

アクセス　阪急電車千里線 「南千里駅」 改札出て左､千里ニュータウンプラザ6階コルタ吹田 検索 https://su ita-kouek i .orgラ

※費用が明示されていない

　　イベントは無料。

※申込期限の記載がなけれ

　　ば前日まで。

お申込み･
お問い合わせは
ラコルタまで

毎月開催！「ボランティア・NPO初歩講座」･･･6月19日(木)13:30～15:00、7月18日(金)19:00～20:30

Eメール：
info@suita-koueki.org 　

●とき：10:00～12:00　　
●定員：先着20名

どなたでもご参加ください！ ラコルタの講座・イベント

TEL：06-6155-3167 　

FAX：06-6833-9851　会計講座

法人設立に必要な手続きや

流れを詳しく説明します。

自治会などの会計担当者
対象。参加者同士の情報交
換も行います。

7 月 5 日 (土 ) 7 月 12 日 (土 )

●とき：10:00～11:30
●定員：先着10名

公益活動向けの

法人化講座

地域諸団体のための

●とき：15:00～17:00　
●定員：先着15名
●持ち物：スマートフォン

Canva講座
スマホを使ってチラシなどの
作り方を学びます。

7 月 26 日 (土 )
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自分にあった
ボランティア

見つけよう ！

やってみたい！の声に
お応えします！

ラ

原稿を書いている4～5月は総会シーズンで、私もいくつかの総会に出席していま

した。総会資料を読むと、普段使わない固い文章が並んでいるのですが、日本語を母

語としない方でも読みやすいよう「やさしい日本語」にすれば、外国人だけでなく、

いろんな方に活動の魅力が伝わる機会になるかもしれません。

編　集

ノート
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吹田市立
市民公益活動センター

出会う→集う→育てる→実る
VOL .51

集

「市民公益活動」は市民が自発的に行う社会貢献活動です。

市民公益活動センター（愛称：ラコルタ）は市民の力で吹田市をより良いまちに

するため、これらの活動を支援しています。

！ここに注目 特

多文化共生を築く
　　　　　　　市民公益活動

声
に
し
づ
ら
い
思
い
を

　
　

気
軽
に
話
せ
る
場
に

声
に
し
づ
ら
い
思
い
を

　
　

気
軽
に
話
せ
る
場
に

本・CD収集のご報告とお礼

何度も足を運んで寄付された方も

みんなのSUITADAY2025
市民参加型フェスタ

今年は参加団体のみなさまも出展・出演するだけ

ではなく、団体のことをもっと知ってもらうための

アイデア出しを行いました。結果「吹田クロス」を活

用した PR や、シールラリー、ボランティア体験など

様々な案を実現し、「横のつながりを感じることがで

きた」という声をいただきました。

また、南千里駅前公共広場を活用して「ワクワクす

ることをやってみたい」という市民を公募し、大学生

からシニアまで幅広いメンバーが集まり、3 ヶ月か

けて企画準備を進めました。当日は「巨大すごろく」

「やさしいボッチャ」「いきいき体操」を実施。子ども

からシニアの方まで多くの市民の方に楽しんでいた

だきました。また、企画したメンバーからも「準備か

ら当日まで大変だったけど、本当に楽しかった！」と

の感想がありました。

他にも、ラコルタサポーターによる装飾（ガーラン

ド、顔出しパネル等）や、当日ボランティアの方々の

協力など、多様な人たちとともに「みんなでつくる！」

が実現できました。

今後も、当日だけではなく、企画立案や準備などプ

ロセスから関わってもらうことで、多くのみなさま

に市民公益活動の一端を楽しみながら体感してもら

える事業を展開していきます。

●開催日：3月20日(木・祝)

収集ボランティア・チーム「あつ

めーる」で、昨年度に引き続き、自宅に

ある本・CD の収集活動に取り組みま

した。今回は寄付いただいた方へ、集

まった本・CD の箱詰め作業への協力

も呼びかけ、小学生～ 70 代まで幅広

い年代の方にご参加いただきました。

本・CD は約 2,800 点お寄せいた

だき、110,316 円を吹田市の「みんな

で支えるまちづくり基金」に寄付しま

した。呼びかけに対しご協力いただい

た皆さん、本当にありがとうございま

した！

●期間：3月1日(土)～30日(日)

吹田クロスの
詳細はこちら↓
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中国

韓国

ベトナム

台湾

フィリピン

ネパール

インドネシア

その他

6,443人

2,308人

1,722人

507人

271人

181人

178人

164人

1,112人

【外国人市民の在留資格割合/ 総数、国籍・地域別】

■永住者　■留学　■特別永住者　■技術・人文知識・国際業務

■家族滞在　■日本人の配偶者等　■技能実習（全）　■その他

資料：住民基本台帳(2023年4月1日現在）

吹田市多文化共生推進アクションプランより転記

ラコルタの特集
！ここに注目

VOL.51 2025年6月1日号

◆日本に在留する外国人は、2024年末で376万8,977人と

過去最高を記録しました。吹田市でも増加傾向にあり、

2024年6月時点で7,293人が暮らしています（出入国在留管

理庁のデータより）。◆吹田市では、2017年に多文化共生の方

向性を示す「吹田市多文化共生推進指針」を策定し、2024年

には、在住外国人の多国籍化やそれに伴う相談支援内容の複

雑化等に対応するため、「吹田市多文化共生推進アクション

プラン」を策定しています。同アクションプランにおいては、

「コミュニケーション支援」、「日常生活における支援」、「多文

化共生の地域づくり」の３つを基本方針とし、それぞれの基

本方針には日本語学習の普及・促進、教育現場での支援や防

災、地域で活躍する人材の育成などが具体的な施策として紐

づけられています。◆一方で、地域や当事者の実情に合わせ

て多様な市民公益活動も展開されています。◆本号では、外

国人市民※の現状と増加の背景、それに伴う市民公益活動に

ついて紹介します。

多文化共生を築く市民公益活動
日本語教室を通じた地域の居場所

日本語教室

吹田市内
での
事例紹介

「西山田あいうえお」

スポイの会

地域住民が30年紡ぐ

「西山田あいうえお」は、30年前に開催された西山田地区公民館の講座
『世界の暮らし～フィリピン～』に参加したフィリピン人女性たちの声か
ら生まれました。「幼稚園や保育所から持ち帰る手紙の内容が、日本人の
夫にしか読めず、困っている」という悩みに、地域の人々が「何とかしてあ
げたい」という思いから立ち上がったのです。

教室では、1年間を基本とした1対1形式の丁寧な指導が保育付きで毎
週行われています。テキストに沿った学習だけでなく、日常会話を交わす
時間も大切にされており、学習者※たちにとって教室のボランティアスタ
ッフは「家族のように温かい」とのこと。15年以上通っている方は日本語
だけでなく、日本の文化も学んでいます。ネットで簡単に情報を検索でき
る時代ですが、ネットではなかなか出てこない地域の生活に密着した情
報交換も行われており、家族ぐるみで付き合う友人ができるなど、「地域
住民」として暮らす外国人同士の支え合いにもつながっています。

年に一度開催される『日本語で交流会』は、1年間組んだペアのスタッフ
が学習者の人となりや努力の様子も伝えた上で、学習者が日本語でスピ
ーチを行って地域の人々と交流しており、異なる背景を持つ住民同士の
相互理解を深める貴重な場です。地域を歩いていると数年前に通ってい
た学習者に会うこともあり、当時のように気軽に声をかけ合えるという
のも、長年地域に深く根ざしている証と言えるでしょう。

　

市民の皆さんも関わってみませんか？

日本語指導の経験や語学力は問
いません。日本語を通して、 外
国の方をサポートしたい気持
ちがある方を歓迎します。
まずは『日本語で交流会』にぜひ
ご参加ください。

外国人市民と共につくる地域食堂

特定非営利活動法人

他市の
事例紹介
（池田市）

役割があるから参加しやすい！

会の中心を担っている副理事長の山田直輝さんは、自身が施設長とし
て勤める老人ホームで外国人介護士を受け入れています。日本に働きに
来た外国人の様子を見ていると、ネット上のコミュニティはあるものの、
仕事以外で人と繋がる機会がないのではと感じました。地域と交わるコ
ミュニティをつくることで、日本が第二のふるさとと思えるくらい、楽し
みながら生活できる環境をつくりたいと思い、2021年に「スポイの会」を
立ち上げました。

元々、施設での取り組みとして、地域との交流を目的とした子ども食堂
などを開いていたことから、そのノウハウやネットワークを活かしなが
ら、月一回の地域食堂「ほほえみ食堂アジアン」を開くことになりました。
子どもからシニアの方まで、年齢や国籍を問わず、多い時には50人もの
人が食卓を囲む賑やかな交流の場となっています。

地域食堂は、ただご飯を食べにくる場でなく、食事の準備や片付けな
ど、ちょっとした役割をつくることで「必要とされている」「役に立ってい
る」と感じられる場にしています。そのようにして関係性が生まれる中で
「いつもお世話になっているので自分たちも何かしたい」と、外国人市民
からの発案でインドネシアカフェという企画も生まれました。支援の対
象ではなく、一緒に場をつくることで、フラットな関係が築かれ、外国人
市民も活躍できる場になっています。

市民の皆さんも関わってみませんか？

まずは、地域食堂に来てもら
い、一緒に食事などをしなが
ら 、 場 の 雰 囲 気 を 知 っ て も ら
えればと思います。

吹田市の外国人市民の現状
吹田市多文化共生推進アクションプランに記載のデータ

によると、コロナ禍の影響により、外国人市民は一時減少し

ましたが、2023年度には再び増加し、コロナ禍以前よりも

多くなっています。

また、外国人市民の在留資格全体の割合では「永住者」の

他、市内に5大学1研究機関があることから、「留学」の割合

も高くなっています。国籍・地域別でみると、ベトナム、イン

ドネシアは「技能実習」、ネパールは「家族滞在」の割合が高

くなっていることが分かります。（下記グラフ参照）

増加の背景
在留資格の割合として多くを占めている「技能実習制度」

は、国際貢献のため、開発途上国等の外国人を日本で一定期

間（最長5年間）に限り受け入れ、技能、技術又は知識の開発

などの移転を図るものです。

しかし、日本では少子高齢化が進み、労働力人口が減少す

ることから、2027年度から新たに外国人の人材育成と人材

確保を目的とする「育成就労制度」が導入されます。このこ

とにより、次のステップとなる「特定技能制度」（人手不足が

深刻な特定産業分野において、一定の専門性・技能を有する

外国人労働者を受け入れるための在留資格）への移行や、家

族帯同や永住が可能となる「特定技能2号」も創設され、今

までよりも働きやすくなるだけでなく、外国人市民にとっ

ては、家族も一緒に長期的に日本で暮らすことができるよ

うになります。このような新しい制度によって、今後さらに

外国人市民の増加が予想されます。

外国人市民と共に暮らす
これからに向けて

吹田市がアクションプラン策定にあたり外国人等に行っ

たアンケートにおいて、全体の約8割が「ボランティア活動

をしたことはないが、今後やってみたい」と回答したことか

ら、外国人等が地域で活躍できる場の提供が必要だと同ア

クションプランにおいても示されています。

新しい制度によって、長期定住や家族も日本で一緒に生

活する外国人市民が増えることから、一時的な労働者でな

く、共に地域で暮らす存在になります。このことは、同時に

地域住民と共に地域を創っていく存在ということでもあり

ます。そのためには地域における繋がりづくりや、参加の機

会を多様に創っていくことが必要であり、その起点や受け

皿、担い手になるのが市民公益活動と言えます。

※外国人市民…住民基本台帳に日本以外の国籍 ・ 地域で登録している市民のこと。

※学習者…教室に通っている外国人市民の方々団体情報（ラコルタHP）↑

スポイの会 Instagram→
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